
 

 

一般公開 

[実施日時] ２０１８年４月１３日(金)～７月１３日(金)の 

毎週金曜日１８：００～１９：３０ 
 

[会  場] 大阪梅田キャンパス 
 

[講  師] 中川慎二 真嶋潤子 中村一成  西山教行  

庄司博史 李 洙任 谷 富夫 
 

[申込方法] メール申込み (各回先着３０名) 
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関西学院大学大学院 

言語コミュニケーション文化研究科 
 
 



 

言語文化学〈多言語多文化学際プログラム〉 

「多言語主義・多文化共生」 
 
 
 
 
 
 

① 4/13 民主的シティズンシップのための言語教育 中川慎二 
本研究科教授 

②  4/20 海外と国内の日本語教育の現状と課題 真嶋潤子 
大阪大学大学院言語文化研究科教授 ③  4/27 日本国内の外国にルーツのある児童生徒への言語教育 

④  5/ 4 二つのヘイト暴力事件から考えるこの国の「いま」 中村一成 
フリージャーナリスト ⑤  5/11 「ヘイト・スピーチ解消法」までとこれから 

⑥  5/18 多言語主義論１ 西山教行 
京都大学大学院 

人間・環境学研究科教授 ⑦  5/25 多言語主義論２ 

⑧  6/ 1 多言語社会とはなにか 庄司博史 
国立民族学博物館 

総合研究大学院大学名誉教授 ⑨  6/ 8 日本の多言語化の実情 

⑩  6/15 日本の外国人労働者施策 李 洙任 
龍谷大学経営学部教授 ⑪  6/22 日本の外国人労働者の実態 

⑫  6/29 猪飼野の民族関係 谷 富夫 
甲南大学文学部教授 

大阪市立大学名誉教授 ⑬  7/ 6 「生野オモニハッキョ」から多文化共生を考える 

⑭  7/13 大学院生の発表 
中川慎二 
本研究科教授 

 

言語コミュニケーション文化研究科、言語文化学領域「多言語多文化学際プログラム」では、言語、

文化、社会、民族、宗教、歴史、政治など様々な背景をもつ市民が共生する可能性を探りながら、境界

線を超えて研究します。昨年度に続き「多言語主義・多文化共生」(科目)を一般公開の形で開講します。 

【実施日時】 2018年４月１３日(金)～７月１３日(金)の 

毎週金曜日 １８：００～１９：３０ 
 

【会  場】 大阪梅田キャンパス・ＯＣ１００５教室 
阪急「梅田駅」 茶屋町口改札口より北へ徒歩５分。 

ＪＲ「大阪駅」御堂筋出口から徒歩１０分 

地下鉄御堂筋線「梅田駅」から徒歩７分、「中津駅」から徒歩４分。 

大阪市北区茶屋町１９-１９アプローズタワー１０階 
 

【申込方法】 メール申込み・各回先着３０名(入場無料) 

※詳細は本研究科のＨＰにてご確認ください 
 

【主催・お問い合わせ】 

関西学院大学大学院 

言語コミュニケーション文化研究科 
TEL：０７９８－５４－６１８０

http://www.kwansei.ac.jp/g_language/ 

 


